
平成３０年度 新富町立富田小学校【学校評価】まとめ
No.１

４～よくできている ３～できている ２～あまりできていない １～できていない ○成果のあったこと ●課題、改善が必要なこと
重点

ゴールイメージ 課題と具体的な手立て
自己評価の手立て 学校の自己評価コメント 自己評価（評定） 学校関係者

学校関係者のコメント
次年度への改善策

目標 (時期、評価基準・数値目標) （結果の考察・分析） 指標別 総合 総合評価 （自己評価より）

学 ① 児童が問 ○ 学習習慣の定着 ○ 教師の評価 ○ ４月の目標として職員に共通理解を図り、全校 □ 各種調査等の結果の分 □ 本年度の反省をもとに、

力 いをもって学 ・ 授業中の基本的な学習態度の共通理解 「月別目標」 朝会で全児童に伝えた。教師評価では「チャイム 析をもとに、確実な学力向 次年度４月にしっかり共通

の 習し｢わかる｣ （「立腰」の徹底） （４月 達成85％） 合図 89％・授業準備 89％達成」であった。 上に先生方が一丸となって 理解を図り取り組みたい。

向 ｢できる｣｢つか ・ 月目標達成のための具体的な取組 ● 「忘れ物なし」に関しては 68 ％と達成できて ３ 取り組んでいただいている

上 う｣ことを実感 いなかった。 ことに感謝している。

・ する授業を展 □ 忘れ物なしの徹底につ

授 開する。 いては、自分で準備する

業 ○ 基礎･基本の定着 ○ ＣＲＴ検査 (3段階出現 ○ 町非常勤講師３名による取出指導や町スクール との意識付けが大切であ □ 次年度も計画的・継続的

づ ・ 計画的なスキルアップタイムの実施（校長・専 率評価2以上 90％以上） アシスタントによる学習支援等により、困り感を る。今後も継続して具体 な個別指導に努める。

く 科教諭の協力） もつ児童の学習内容定着に努めている。 ４ 的な対策を講じていただ

り ・ 児童の実態に応じた効果的な少人数指導の ○ ＣＲＴ検査 (3段階出現率評価2以上） きたい。 □ 学力向上研の充実や一人

充実（支援員との連携） 国語 90.8％ 算数 92.1％ ※全校児童 □ タブレットを活用した 一研究授業３回実施等授業

授業や講習等、今後更に 力向上を継続する。

○ 学力向上研修 ○ 学校経営ビジョン具現化のため全職員が学力向 研修を深めていただくこ

・ 各種調査等の結果の分析と指導方法の工夫 上に問題意識をもち、授業改善への具体的実践を とを期待する。

改善 行っている。 ３

・ 適切な仕掛けと見届けのある授業 ● 教育機器（タブレット）を活用した授業づくり □ タブレットの積極的活用

・ 「めあて」と「まとめ」の一体化 研修や授業実践に取り組んでいるところである。 を図るための研修を計画的

・ ICT環境を生かした学習指導の工夫 ３.７ ３.８ に実施したい。

② 該当学年 ○ 小中一貫教育の充実 ○ 職員へのアンケート ○ 小中合同研は８／１、１０／１７の２回実施。 □ 小中合同での具体的実 □ 作成したキャリア教育年

だけではなく ・ 小・中合同研修会の充実 （１２月 達成80％） キャリア教育年間指導計画を作成し、９カ年を見 践が進められている。 間指導計画をもとに実践し

長期的な展 ・ 中学校入学を見据えた学習習慣の定着 通した実践への意識化を図ることができた。 改善を図りたい。

望（義務教育 ・ 特別支援教育の視点からの一貫教育の確立 ○ サマースクールを７／２５・２６に実施。中学 ４ □ 小中の職員間の交流が図

九か年）に立 ・ サマースクールにおける職員及び生徒の相 生と中学校数学教諭２名による６年児童への学習 られた。今後更に、児童生

った指導に努 互派遣 支援や本校職員２名による中１生への学習支援を 徒間の交流についても検討

める。 行い、連携した実践ができた。 する。

③ 家庭と連携 ○ 読書の推進 ○ ファミリー読書の集計 ○ ファミリー読書では月平均、児童 89 ％保護者 □ 現在の取組を継続して □ 児童の読書傾向を踏まえ

した学習や読 ・ ファミリー読書・朝の読書・ボランティアや教師 （毎月 達成80％） 81％実施しているとの結果である。 いただきたい。 た読書指導に努めたい。

書活動の充 による読み聞かせの実施 ○ 児童・保護者・職員へ ○ １０月に読書月間を設け、読書推進の取組を行 ４

実に努める。 のアンケート （学年末 った。

の達成80％）

○ 家庭学習の充実 ○ 保護者や児童に家庭 ○ 全児童の 84 ％が毎日の家庭学習に取り組んで □ 次年度も６月に調査し、

・ 学習習慣の実態調査の実施･分析、手立ての 学習の実態調査 いる（６月調査）。その結果をもとに懇談会資料 結果をもとに家庭学習の内

構想 （６月 達成80％） を作成し、保護者への更なる啓発を行った。 ４ 容について学年間で調整を

・ 保護者への啓発 図る。
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児 ① 日常生活 ○ 先回り指導の徹底 ○ 廊下の歩行や履き物 ● 環境づくりに関しては学級差があるが、学年内 □ あいさつの推進につい □ 年度当初の共通理解事項

童 における積極 ・ 校内放送の活用 ならべ等に関する常 または学年間で指導徹底の意識化を図るよう努め ２ ては、地域を巻き込む対 を確認し、全職員で実践で

理 的な生徒指 ・ 落ち着いて学習できる環境づくり 時指導及び記録(常時) ている。 策が必要である。あいさ きる体制をつくる。

解 導の徹底を図 ・ 機を逃さない指導の徹底 つの必要性について認識

･ る。 ○ 見届け指導の徹底 ○ 生徒指導月間では、全校朝会時にプレゼンテー を深める機会があるとよ

生 ・ ろう下歩行やトイレのスリッパ並べなど、意図 ションを行い全児童への指導を行った。 い。

徒 的計画的な指導、そうじだいすき週間での指導 ● 小中合同あいさつ運動を行い、「あいさつ」指 ２ □ 職員のあいさつも児童の

指 ○ 基本的生活習慣の育成（生徒指導月間） ○ それぞれの取組に対 導の意識化を図った。地域でのあいさつについて 手本となるよう心がける。

導 ・ 「廊下歩行」、「ほそいはし」、「履き物なら する学級での自己評価 は不十分な面も見られる。

の べ」、「あいさつ」 （満足80％）

充 ② ボランティ ○ 係活動や委員会活動の充実 ○ 教師へのアンケート ○ 委員会活動81.3％で、数値目標では概ね達成さ □ ボランティアについて □ 委員会活動アンケートを

実 ア活動やその ・ 委員会からのお知らせやお願い、掲示物の充 （学年末 達成80％） れた。 ３ は今後も継続して推進し もとに次年度の委員会の在

他の体験的 実及び点検、指導 ていただきたい。 り方を考え、更に充実した

活動を通して ・ 係活動充実への計画的な自治活動推進 編成を行いたい。

思いやりの心 ○ 体験活動や奉仕活動の取組 ○ 児童へのアンケート ○ ６年のボランティア活動は他学年児童の模範と □ ボランティア活動や幼保

や感謝の心を ・ ６年生を中心とした朝のボランティア活動の推 （２月末 満足80％） なっている。 小の交流活動は次年度も計

育てる。 進 ○ 幼保小の交流活動は活動内容を工夫し、計画的 ４ 画的に実施する。

・ ２～６年による幼保交流の実施 ○ 児童へのアンケート に実施している。

（満足80％） ２.９ ３.５
③ 組織力を ○ 生徒指導上の諸問題への対応 ○ 「育みの会」「ケース会 ○ 問題事案を速やかに連絡・報告する体制をつく □ 小さいトラブルを見逃 □ 気になる児童についての

生かし、い ・ 「育みの会」での情報交換と具体的対策の実 議」で共通理解された り、育みの会で全職員に共通理解を図っている。 さない姿勢を継続してい 全体での共通理解のタイミ

じめ・不登 践 児童の変容 （学年末） ○ 月 1回の教育相談から、児童の悩み等を聞き、 ただきたい。 ングを逸しないよう学年会

校の未然防 ・ 放送を活用しての声かけ 指導に行かしている。 ３ 等で、適宜、共通理解を図

止に努める。 ・ ケース会議の実施 る。

・ 特別支援教育コーディネーターとの連携

○ 全児童対象の教育相談

④ 特別な配 ○ 特別な配慮を要する児童への指導及び支援体制 ○ 職員へのアンケート ○ 研修を重ね、児童理解や対応に生かしている。 □ 特別支援教育や人権教 □ 教職員の資質向上につな

慮を要する児 ・ 特別支援教育に関する研修会の実施 （２月末 満足80％） ○ 教育支援員による児童・保護者の教育的ニーズ 育の推進については、今 がる研修を企画・実施する。

童への支援を ・ 教育支援員の有効な活用 対応を行っている。 ３ 後も研修や情報共有等、 □ 幼保小連携交流を今後も

一人一人の ○ 小 1プロブレム解消に繋ぐ幼保小連携交流を計 継続して取り組んでいた 継続する。

教育的ニーズ 画的に行っている。 だきたい。

に対応し、い

じめや差別の ○ いじめや差別を許さない学校づくり ○ 相談カードの活用及 ○ いじめ防止基本方針をもとに、連絡体制の周知 □ 次年度も小さなトラブル

ない学校づく ・ 学校全体で、いじめを絶対に許さない雰囲気 び教育相談の実施と問 徹底を図り、即対応できるように心がけている。 を見逃さず、迅速な報告と

りに努める。 づくり 題発見後の確実な解決 ○ 児童や保護者対象のいじめに関するアンケート ３ 確実な初期対応に心がけた

・ いじめ悩み相談の実施 及び経過観察（随時） を行い、情報収集や共有、指導への効果的活用を い。

○ 職員へのアンケート 図っている。

(研修後 満足 80％)

○ 人権教育の推進 ○ 職員へのアンケート ○ 本年度は特に「LGBT」に関する小中合同研修 □ 次年度は学活の年間指導

① 児童の人権意識の高揚 (研修後 満足 80％) や町人権教育研修会を本校で行い、町内職員の人 計画に位置づけた「LGBT」
・ １２月の人権集会の実施 権意識の高揚に努めた。 ３ の取組を実践していきたい。

② 職員の人権意識の高揚 ○ 性の多様性に係る実践として、性で分けない名

・ 夏季休業中の研修会の実施 簿作成や運動会時の男女混合での整列等具体的な

・ １２月の町人権教育研の実施 取組を行っている。



No.３

４～よくできている ３～できている ２～あまりできていない １～できていない ○成果のあったこと ●課題、改善が必要なこと

重点
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目標 (時期、評価基準・数値目標) （結果の考察・分析） 指標別 総合 総合評価 （自己評価より）

① 登下校時 ○ 交通安全指導の充実 ○ 各集会を通しての児童 ○ 月 1回、登校班長会や地区集会・集団下校を実 □ 不審者情報が多くなっ □ 不審者対応も含めて、適

健 の安全確保 ・ 「交通安全教室」の実施 の意識の変容確認 (随 施し、登校班での安全指導を行っている。 てきた。今後、地域でも 宜、登下校の見守りを充実

康 のための指導 ・ 「命を守る集会」の実施 時) ３ 安全の見守りや声かけ等 させたい。

安 の充実と帰宅 ・ PTAや地域ボランティアによる立番指導 ○ 登下校ＯＫカード 継続して働きかけたい。

全 後の自転車 ・ 登校班長会と地区集会・集団登下校 （地区集会毎 満足80％）

教 乗り等の安全 ○ 家庭･地域との連携による安全指導 ○ 夏季休業中に地区内危険箇所マップの作成を行 □ 作成したマップを活用し

育 確保のための ・ 定期的な巡回指導の実施 い、安全意識の高揚を図った。 次年度も意識化を図るとと

の 指導の徹底を (PTA活動との連携による校区内巡回指導、夏 ○ 保護者へのアンケート （夏祭り中止に伴い夜間巡回は実施なし） ４ もに、適宜、見直しを行う。

充 図る。 祭りにおける夜間巡回指導の実施後)

実

② 体力向上 ○ 体育指導の工夫･充実 ○ 教師の自己評価 ○ 実技研修や指導資料配付については冬季休業中 □ 体力向上に関しては、 □ 体育用具の整備・保管を

を図るために ・ 体育実技に関する指導資料の配付等指導の （2月：満足70％） に実施した。 今後も継続して重点的に 継続して行う。

体育の日常 充実 ○ 体育用具の整備・保管は体育委員会を中心に定 ３ 指導していただきたい。

化等体育指 ・ 職員向けへ体育実技研修の実施 期的に実施した。不足なし。

導の工夫充 ・ 体育用具の保管・整備 ３.３ ３.５
実に努める。 ○ 体力向上のための取組 ○ 昨年度と今年度の体 ○ 体ほぐし運動やラジオ体操、持久走など現在取 □ 年度初めに体力向上プラ

・ 授業の導入時のラジオ体操や主運動につな 力テストの結果の変容 り組んでいる段階である。今後、体力テストの結 ンの共通理解を図り、全職

がる準備運動の実施 果を受けてサーキット等に取り入れ、向上を図り ３ 員で意識的に体力向上に取

・ 全校一斉での持久走、長縄跳びへの取組 たい。 り組む。

・ 体力向上をねらいとしたサーキットの取組

③ 心身ともに ○ 保健指導の充実 ○ 生活チェックの実施 ○ 夏季休業前のむし歯治療勧告や４・５年歯みが □ 立腰については、その □ 立腰指導については、次

健やかな成 ・ 「早寝・早起き・朝ごはん・歯みがき・排便」の 児童の自己評価 き全体指導、夏季休業中の生活リズムチェック等 効果も理解した上で、例 年度も継続して学習部と連

長をめざした 実践促進 （２月：満足70％） 実践推進に努めた。 ３ えば授業中に背伸びや軽 携を図りながら取り組む。

「食育」を中 ・ 姿勢指導の徹底：「立腰」の意識付け ● 立腰については学習部と連携し実践しているが い運動を取り入れること 健康づくりの視点からも徹

心とする保健 ・ ブラッシング指導の充実と歯科受診率の向上 ○ 歯科受診率 定着には至っていない。 も、意識付けになるので 底指導したい。

指導の充実と （３月：満足80％） はないだろうか。

家庭との連携 ○ 食育の充実 ○ すくすくクッキング実 ○ 年間指導計画に基づいた授業実践や夏季休業中 □ 次年度も計画的な食育指

強化を図る。 ・ 学校での取組 施（夏休み） のすくすくクッキング実施等により食育の推進を 導に努めたい。

（給食指導の充実、栄養教諭と学級担任等に ○ 弁当の日（お別れ遠 図った。 ４

よる食に関する授業実践） 足）

・ 家庭との連携

（望ましい朝食の推進、弁当の日の取組）

○ ノーメディアの取組 ○ 生活チェックカード ○ 学校保健委員会では「早寝･早起き・朝ごはん」 □ 次年度も学校保健委員会

・ 学校保健委員会の活用と、参観日で各家庭 (回収率毎回90％：マイ をテーマに話し合い、家庭への意識化を図った。 を中心として生活習慣を見

への周知徹底 ルールの取組70％満 ○ 夏季休業中の生活リズムチェックで「ノーメデ ３ 直す機会としていきたい。

・ 長期休業中のノーメディアチャレンジの各 足) ィア」のチェックも行い、指導を継続している。

家庭での取組



No.４

４～よくできている ３～できている ２～あまりできていない １～できていない ○成果のあったこと ●課題、改善が必要なこと

重点
ゴールイメージ 課題と具体的な手立て

自己評価の手立て 学校の自己評価コメント 自己評価（評定） 学校関係者
学校関係者のコメント

次年度への改善策

目標 (時期、評価基準・数値目標) （結果の考察・分析） 指標別 総合 総合評価 （自己評価より）

① 地域に貢 ○ 地域行事への参加 ○ 教育過程評価 ○ 具体的な取組として、各種地域行事への積極的 □ ホームページに関して □ 「開かれた教育課程」を

信 献し、地域か ・ 地域行事への参加依頼への積極的協力と呼 （１２月実施 満足80％） な作品協力や２年読み語りの生涯学習フェスティ は、他地域の方々の閲覧 具現化する上で、今後も地

頼 ら感謝される びかけ バル参加、こゆ朝市（こゆ財団）との６年協力等 ３ も多い。興味あるテーマ 域に根ざした教育活動を行

さ ような学校づ があった。満足 70.2 ％で、昨年度より意識が 20 や内容のアップを今後も いたい。

れ くりに努める。 ％程上がっている。 お願いしたい。

る ○ 積極的な情報発信 ○ 教職員へのアンケート ○ ホームページの定期的な更新や行事内容の通知

学 ・ 学級・学年通信、学校通信の定期的な発行 （2月 満足 80％） （宿泊学習・修学旅行）、緊急時の安心メール配 ３ □ ホームページ更新はタイ

校 ・ ホームページの内容の充実と定期的な更新 信等で情報発信を行っている。 ミングよく発信できるよう

づ ・ メール配信システムの構築と適切な運用 ●更新のタイミングが遅れることもあった。 担当が責任をもつ。

く ② 地域人材 ○ 参観日や学校行事の充実 ○ 保護者へのアンケート ● 授業参観率は 70～ 90％で低学年が高い傾向に □ 学校教育にあまり関わ □ 参観日が特定の曜日に片

り の授業等へ ・ １か月前の参観日の案内とホームページへの （12月実施 満足80％） ある。懇談については全学年 60 ％程度で参加者 りを持ちたくないという 寄っていたので実施曜日の

･ の積極的参 掲載 も固定化している。 ３ 保護者も増えている現状 改善を図る。

連 加の依頼と、 ・ 魅力ある授業参観や学級懇談づくりのための である。今後も保護者の □ 懇談の内容を改善し、参

携 いつでも誰で 実践 ニーズに合った参観日の 観率を増やす。

も学校へお出 ○ 地域人材や外部講師の積極的活用 ○ 教育過程評価 ○ 家庭科学習支援（５年ミシン）や総合的な学習 懇談に心がけていただけ □ 授業のニーズに応じた地

でいただける ・ 学校支援ボランティアの募集と授業や校外学 （12月実施 満足80％） の時間での外部講師（こゆ財団）活用、登下校や ３.２ ３.５ るとありがたい。 域人材の確保を積極的に行

環境づくりに 習等での積極的な活用 校外学習移動時の見守り等を実施し、効果的な活 ３ っていきたい。

取り組む。 ・ 総合的な学習の時間における外部講師の積 用が図られている。

極的な活用

③ 学校評価 ○ 効果的な学校関係者評価委員会の開催 ○ 各会での評価委員か ○ 本年度から富田小・中合同での学校関係者評価 □ 学校関係者評価委員会 □ 次年度も本年度と同様に

制度の効果 ・ 評価委員の授業参観や学校行事への参加の らの評価及び意見 委員会を実施した。小中別での評価ではなく、小 の持ち方については、本 小中一貫した学校評価を実

的な活用を図 案内促進 中一貫した学校教育の推進状況についての評価と 年度の小・中合同スタイ 施したい。

る。 ・ 客観的データに基づいた自己評価の実施と なり、概ね満足いただいている。 ルで次年度も進めていた ※実施回数４回

それに対する評価委員からの評価 ○ 年間４回の開催であった。 ３ だきたい。

・ 評価委員からの評価の職員への周知と具体 ①小中合同 ②小学校 ③中学校 ④小中合同

的改善策の構築と実施（ＰＤＣＡサイクル） 回数や実施時期については概ね満足いただいて

いる。

④ 地域ととも ○ 命の大切さを考えた学校づくり ○ 大地震や津波災害発 ○ 地震による津波対応については小中合同で避難 □ 今後も継続して、避難 □ 次年度は風水害の避難訓

に命の大切さ ・ 避難訓練や集団登下校の実施 生時における登下校時 訓練を行った。小中間の連携強化を図る有効な機 訓練の充実に努めていた 練について、地域・保護者

を第一に考え ・ 「命を守る集会」の実施 の避難場所の確認 会となった。 だきたい。 と協力した避難体制を考え

る学校づくり ・ 「各避難訓練」の実施 《避難方法》中学生が富田小校舎に移動し、３階 ４ ていきたい。

に努める。 ・ 「家庭と学校が防災について考える会」（9月） に避難する。

（特に地震→ の実施

津波を想定) ・ 地震・津波に対する防災教育の充実


